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ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
が
抱
え
る
法
的
問
題
と
今
後
の
対
策
㈹
 
 

－
 
疫
学
研
究
に
よ
る
因
果
関
係
の
証
明
を
中
心
に
 
－
 
 

辻
 
 

㈲
 
小
 
括
 
 

四
 
石
綿
新
法
の
分
析
 
－
 
新
法
の
問
題
点
と
位
置
付
け
 
 
 

伽
 
石
綿
新
法
の
枠
組
み
と
位
置
付
け
 
 
 

畑
 
石
綿
新
法
の
「
立
法
趣
旨
」
 
－
 
労
災
補
償
・
民
事
責
任
と
の
対
比
 
 
 

畑
 
機
構
に
よ
る
認
定
 
 
 

仰
 
石
綿
新
法
の
問
題
点
 
－
 
認
定
基
準
の
厳
格
化
・
救
済
の
す
き
間
等
 
 

★
 
「
疫
学
的
研
究
」
 
に
よ
る
個
別
的
因
果
関
係
の
証
明
 
 
 

伽
 
論
点
の
再
整
理
 
 
 

畑
 
疫
学
分
析
の
意
義
 
 
 

㈱
 
判
例
・
裁
判
例
の
概
要
 
－
 
学
説
の
反
応
と
判
例
・
裁
判
例
の
変
化
 
 
 

㈲
 
学
説
の
再
検
討
 
－
 
疫
学
的
因
果
関
係
論
 
 

一
 
は
じ
め
に
 
－
 
問
題
設
定
 
 

一
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
と
そ
の
背
景
事
情
 
－
 
L
a
u
r
i
e
K
a
N
胃
．
A
宕
n
氏
報
告
か
ら
 
（
以
上
本
誌
五
七
巻
二
号
）
 
 

三
 
わ
が
国
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
規
制
の
動
き
 
 
 

伽
 
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
推
移
 
 
 

榔
 
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
に
関
す
る
「
法
規
制
」
 
 
 

㈱
 
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
再
検
討
 
－
 
そ
の
「
矛
盾
占
こ
を
中
心
に
 
 
 

㈱
 
疫
学
的
調
査
の
意
義
・
必
要
性
 
－
 
「
不
確
実
」
な
危
険
へ
の
対
応
 
 

（
以
上
本
誌
六
〇
巻
一
号
）
 
 

（
以
上
本
誌
六
〇
巻
二
号
）
 
 

（
以
上
本
誌
六
〇
巻
二
号
）
 
 

六
l
二
 
 
 

（
以
上
本
誌
五
九
巻
一
号
）
 
 

〔
以
上
本
誌
五
八
巻
二
号
）
 
 

明
 
 

博
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州
 
個
別
的
因
果
関
係
の
証
明
の
再
検
討
 
－
 
疫
学
的
因
果
関
係
論
か
ら
 
 
 

①
 
個
別
的
因
果
関
係
の
証
明
 
－
 
批
判
説
に
対
す
る
再
反
論
 
 
 

近
時
の
批
判
説
は
、
疫
学
的
証
明
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
と
主
張
す
る
 
（
先
述
五
㈲
①
冊
）
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
本
考
察
 
 

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
分
析
に
基
づ
い
て
、
批
判
説
の
主
張
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

川
 
情
報
の
信
頼
性
 
 
 「
疫
学
的
証
明
の
た
め
に
は
、
十
分
な
資
料
が
適
正
に
収
集
さ
れ
て
お
り
、
推
論
に
主
観
的
な
偏
り
が
な
い
 
 

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
の
主
張
に
つ
い
て
。
 
 
 

出
 
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
 
 

六
 
む
す
び
 
－
 
因
果
関
係
の
証
明
を
中
心
に
 
 

六
 
む
す
び
 
－
 
因
果
関
係
の
証
明
を
中
心
に
 
 
 

山
 
個
別
的
因
果
関
係
の
証
明
の
再
検
討
 
－
 
疫
学
的
因
果
関
係
論
か
ら
 
 

㈲
 
個
別
的
阿
呆
関
係
の
証
明
 
－
 
批
判
説
に
対
す
る
再
反
論
 
 

川
 
情
報
の
信
頼
性
 
 

何
 
代
理
的
指
標
の
許
容
性
 
 

M
 
大
規
模
調
査
の
必
要
性
 
 

H
 
五
倍
と
い
う
数
値
に
よ
る
｝
律
判
断
 
 

糾
 
個
別
的
阿
呆
関
係
の
証
明
 
 
 

せ
 
個
別
的
因
果
関
係
の
判
定
と
考
慮
要
素
 
－
 
類
型
化
の
試
み
 
 
 

脚
 
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
に
お
け
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
 
一
 
個
別
的
因
果
関
係
と
考
慮
要
素
 
 

川
 
中
皮
腫
 
 

回
 
肺
が
ん
 
 

両
 
石
綿
肺
 
 

（
以
上
本
号
）
 
 



639 アスベスト訴訟が抱える法的問題と今後の対策岨   

理
的
指
標
に
用
い
る
こ
と
は
一
概
に
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
 
（
先
述
五
吻
②
㈲
、
㈱
②
㈲
㈲
）
。
 
 
 

M
 
大
規
模
調
査
の
必
要
性
 
 
「
疫
学
に
お
い
て
は
、
統
計
学
的
処
理
を
可
能
と
す
る
だ
け
の
規
模
の
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
り
、
そ
 
 

の
た
め
に
は
大
規
模
な
住
民
検
診
や
住
民
調
査
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
検
証
に
堪
え
る
だ
け
の
デ
ー
タ
の
収
集
と
そ
の
統
計
的
分
析
を
 
 

六
五
 
 
 

わ
な
く
て
は
生
き
て
い
け
ず
、
航
空
機
の
騒
音
も
居
住
し
て
い
る
限
り
逃
れ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
居
住
歴
を
曝
露
の
代
 
 

疫
学
調
査
の
信
頼
性
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
は
、
病
気
の
診
断
が
正
確
で
あ
り
、
問
題
の
曝
露
因
子
に
つ
い
て
の
正
確
な
情
報
が
得
 
 

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
で
き
る
だ
け
正
確
な
情
報
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
は
な
い
。
問
題
 
 

は
、
疫
学
に
お
い
て
指
標
の
推
定
を
行
う
場
合
の
誤
差
の
対
策
で
あ
る
。
偶
然
に
よ
る
誤
差
は
標
本
数
を
増
や
せ
ば
小
さ
く
な
る
。
バ
 
 

イ
ア
ス
 
（
選
択
・
情
報
二
父
絡
バ
イ
ア
ス
）
 
の
制
御
ほ
、
慎
重
に
行
え
ば
か
な
り
の
効
果
が
あ
る
。
バ
イ
ア
ス
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
 
 

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
仮
に
バ
イ
ア
ス
の
存
在
が
推
定
で
き
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
研
究
の
妥
当
性
を
否
定
す
る
の
で
は
な
 
 

く
、
バ
イ
ア
ス
の
方
向
性
や
予
測
さ
れ
る
大
き
さ
を
判
断
し
た
上
で
、
研
究
目
的
と
併
せ
て
判
断
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
バ
イ
ア
ス
の
 
 

存
在
が
推
定
で
き
る
場
合
に
は
、
結
果
を
過
大
評
価
し
た
の
か
過
小
評
価
し
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
非
特
 
 

異
性
疾
患
の
場
合
、
複
数
の
原
因
が
絡
み
合
っ
て
作
用
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
複
数
の
原
因
が
各
々
ど
れ
く
ら
い
の
原
因
力
を
有
す
る
 
 

か
が
問
題
と
な
る
。
原
国
力
の
根
拠
を
示
す
こ
と
な
し
に
、
複
数
の
原
因
に
同
じ
く
ら
い
の
原
因
力
が
あ
る
と
仮
定
し
て
、
因
果
関
係
 
 

を
割
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
 
（
先
述
五
価
①
〓
㈲
、
㈲
、
②
価
）
。
 
 
 

何
 
代
埋
的
指
標
の
許
容
性
 
 
 「
信
頼
性
・
正
確
性
に
問
題
が
あ
る
デ
ー
タ
を
読
み
替
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
」
と
の
主
張
に
 
 

つ
い
て
。
 
 
 

疫
学
の
対
象
は
社
会
生
活
を
営
む
生
き
た
人
間
で
あ
り
、
動
物
実
験
や
工
程
管
理
で
得
ら
れ
る
き
れ
い
な
デ
ー
タ
は
望
む
こ
と
が
で
 
 

き
な
い
。
大
気
汚
染
や
騒
音
の
影
響
を
調
べ
る
疫
学
調
査
で
は
他
に
デ
ー
タ
を
得
る
手
段
が
な
い
た
め
に
、
曝
露
の
 
「
代
理
的
指
標
」
 
 

と
し
て
曝
露
地
域
で
の
居
住
歴
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
推
定
さ
れ
る
曝
露
情
報
の
精
度
が
低
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
空
気
は
吸
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度
が
五
倍
を
超
え
る
こ
と
を
、
疫
学
に
よ
っ
て
証
明
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
」
と
の
主
張
に
つ
い
て
。
 
 
 

五
倍
を
超
え
る
よ
う
な
極
め
て
高
い
相
対
危
険
度
が
認
め
ら
れ
る
事
例
に
お
い
て
は
、
個
別
的
因
果
関
係
を
根
拠
付
け
る
諸
事
情
が
 
 

数
多
く
存
在
す
る
た
め
、
相
対
危
険
度
を
基
準
に
し
な
く
て
も
、
個
別
的
因
果
関
係
は
苓
易
に
認
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、
相
 
 

対
危
険
度
が
五
倍
に
達
し
な
い
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
非
特
異
的
な
疾
患
の
場
合
に
、
二
－
三
の
中
程
度
の
大
き
 
 

な
相
対
リ
ス
ク
や
オ
ッ
ズ
比
が
得
ら
れ
、
バ
イ
ア
ス
の
可
能
性
も
否
定
で
き
、
原
因
因
子
へ
の
曝
露
状
況
が
分
か
れ
ば
、
そ
の
要
因
が
 
 

原
因
で
あ
る
確
率
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
結
局
、
相
対
リ
ス
ク
や
オ
ッ
ズ
比
の
 
「
大
き
さ
」
よ
り
は
、
研
究
の
デ
ザ
 
 

イ
ン
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
信
頼
性
、
解
析
方
法
の
妥
当
性
な
ど
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

そ
も
そ
も
、
法
的
因
果
関
係
は
科
学
的
因
果
関
係
と
は
別
の
独
自
の
概
念
で
あ
り
、
裁
判
は
法
と
法
的
論
理
に
よ
る
「
価
値
判
断
」
 
 

に
最
適
で
あ
り
、
潜
伏
期
間
の
長
い
疾
患
の
研
究
に
適
し
て
お
り
、
症
例
と
対
照
が
比
較
的
少
数
で
、
研
究
期
間
が
短
く
て
す
む
と
さ
 
 

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
疫
学
に
お
い
て
は
大
規
模
な
住
民
検
診
や
住
民
調
査
が
不
可
欠
で
あ
る
い
う
わ
け
で
は
な
い
 
（
先
述
五
佃
①
〓
㈲
 
 

国
）
。
 
 
 H

 
五
倍
と
い
う
数
値
に
よ
る
一
律
判
断
 
 
「
当
該
因
子
へ
の
曝
露
が
そ
の
疾
患
を
必
ず
発
生
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
く
、
非
特
異
性
 
 

疾
患
も
あ
る
。
集
団
的
因
果
関
係
の
み
か
ら
個
別
的
因
果
関
係
を
認
定
で
き
る
の
は
、
他
原
因
が
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
相
対
危
険
 
 

」
ハ
六
 
 
 

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
」
と
の
主
張
に
つ
い
て
。
 
 
 

疫
学
の
研
究
に
は
、
人
間
集
団
に
お
け
る
健
康
関
連
事
象
の
頻
度
と
分
布
を
記
述
し
、
仮
説
探
索
を
目
的
と
す
る
「
記
述
的
研
究
」
 
 

と
、
仮
説
検
証
の
た
め
の
デ
ー
タ
分
析
が
中
心
と
な
る
「
分
析
研
究
」
と
が
あ
る
。
分
析
研
究
に
は
、
症
例
対
照
研
究
と
コ
ホ
ー
ト
研
 
 

究
等
が
あ
る
。
「
症
例
対
照
研
究
」
と
は
、
研
究
対
象
と
す
る
疾
患
に
雁
思
し
た
人
の
群
と
雁
患
し
て
い
な
い
人
の
群
 
（
対
照
群
）
 
の
両
 
 

集
団
に
お
い
て
、
仮
説
が
設
定
さ
れ
た
要
因
へ
の
曝
露
状
況
を
比
較
す
る
観
察
方
法
で
あ
る
。
症
例
対
照
研
究
は
、
稀
な
疾
患
の
研
究
 
 

に
よ
っ
て
紛
争
の
解
決
を
期
す
る
作
用
で
あ
る
か
ら
、
科
学
的
判
断
と
法
的
判
断
と
の
間
に
は
一
線
が
画
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
実
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係
が
よ
く
分
か
っ
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
結
果
を
基
に
し
て
個
人
レ
ベ
ル
で
の
因
果
関
係
を
評
価
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ら
れ
る
（
先
 
 

述
五
畑
②
吊
）
。
 
 
 

②
 
個
別
的
因
果
関
係
の
判
定
と
考
慮
要
素
 
－
 
類
型
化
の
試
み
 
 
 

疫
学
的
手
法
に
よ
る
個
別
的
因
果
関
係
の
判
定
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
要
素
を
、
判
例
・
裁
判
例
、
学
説
の
内
容
か
ら
抽
出
し
、
 
 

」
ハ
七
 
 
 

個
人
レ
ベ
ル
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
民
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
個
別
の
被
害
者
の
救
済
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
 
 

ら
、
そ
こ
で
は
個
別
の
被
害
者
の
疾
患
と
あ
る
因
子
と
の
間
の
因
果
関
係
が
立
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
集
団
に
つ
い
て
の
結
論
 
 

が
直
ち
に
個
別
の
住
民
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
民
事
訴
訟
に
お
け
る
因
果
関
係
立
証
の
方
法
と
し
て
、
疫
学
的
手
法
に
は
相
 
 

当
な
制
約
が
あ
る
ご
と
の
主
張
に
つ
い
て
。
 
 
 

疾
病
は
多
数
の
要
因
が
絡
み
合
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
「
非
特
異
的
」
な
疾
患
の
場
合
に
は
、
二
－
三
の
中
程
度
の
大
き
な
相
対
 
 

リ
ス
ク
や
オ
ッ
ズ
此
が
得
ら
れ
、
バ
イ
ア
ス
の
可
能
性
も
否
定
で
き
、
原
因
因
子
へ
の
曝
露
状
況
が
分
か
れ
ば
、
そ
の
要
因
が
原
因
で
 
 

あ
る
確
率
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
間
借
」
 
（
あ
る
反
応
（
健
康
へ
の
影
響
）
を
起
こ
さ
せ
る
の
に
必
要
な
最
小
値
）
 
の
あ
る
化
学
物
 
 

質
へ
の
曝
露
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
健
康
影
響
と
の
関
係
を
調
べ
る
疫
学
調
査
で
は
、
問
題
の
対
象
者
が
閥
値
を
越
え
る
レ
ベ
ル
の
 
 

曝
露
を
受
け
た
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
曝
露
の
レ
ベ
ル
が
高
く
居
住
す
れ
ば
閥
値
を
越
え
る
レ
ベ
ル
の
曝
露
を
受
け
る
 
 

こ
と
が
確
実
で
あ
れ
ば
、
曝
露
推
定
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
疫
学
調
査
等
で
問
題
の
要
田
と
病
気
と
の
因
果
関
 
 

な
量
的
調
査
結
果
、
質
的
な
調
査
結
果
、
そ
の
他
の
証
拠
を
総
合
判
断
し
て
、
法
的
な
判
断
を
加
え
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
先
 
 

述
五
佃
②
、
㈲
②
㈲
）
。
 
 

的
因
果
関
係
と
い
え
ど
も
、
法
的
賠
償
責
任
の
存
否
を
判
断
す
る
前
提
と
し
て
の
因
果
関
係
認
定
で
あ
り
、
自
然
科
学
的
な
も
の
で
は
 
 

な
い
。
何
倍
で
な
け
れ
ば
法
的
因
果
関
係
を
肯
定
で
き
な
い
と
い
っ
た
「
一
律
」
 
の
判
断
を
要
求
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
疫
学
的
 
 

㈹
 
個
別
的
因
果
関
係
の
証
明
 
 
「
疫
学
に
お
い
て
解
明
さ
れ
る
因
果
関
係
は
、
集
団
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
っ
て
、
集
団
に
属
す
る
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六
八
 
 
 

そ
の
類
型
化
を
試
み
た
。
以
†
の
よ
う
に
、
［
①
疫
学
的
調
査
内
容
］
［
②
雁
患
率
］
［
③
発
生
源
］
［
④
疾
患
の
特
性
］
［
⑤
認
定
方
法
］
 
 

の
五
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の
考
慮
要
素
を
抽
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
A
型
か
ら
D
型
ま
で
の
四
つ
の
類
型
が
浮
か
び
上
が
っ
 
 

た
。
 
 

C
型
‥
［
①
疫
学
的
調
査
内
容
］
‥
相
当
程
度
の
規
模
の
調
査
、
a
n
d
＼
O
r
非
汚
染
地
域
と
の
曝
露
当
時
の
デ
ー
タ
の
比
較
、
賀
d
＼
O
r
 
 

調
査
結
果
の
詳
細
検
討
。
 
 
 

B
型
‥
［
①
疫
学
的
調
査
内
容
］
‥
現
時
点
の
デ
ー
タ
の
み
（
曝
露
当
時
の
デ
ー
タ
の
欠
如
）
、
賀
d
＼
O
r
四
人
公
害
地
帯
の
調
査
結
果
。
 
 

［
②
羅
患
率
］
‥
相
関
性
が
低
い
。
 
 

［
⑨
発
生
源
］
∵
土
要
な
汚
染
源
な
し
 
（
都
市
型
複
合
汚
染
）
。
 
 

【
④
疾
患
の
特
性
］
‥
非
特
異
性
疾
患
。
 
 

［
⑨
認
定
方
法
］
‥
総
合
的
判
定
。
 
 

A
型
‥
［
①
疫
学
的
調
査
内
容
］
‥
疫
学
的
デ
ー
タ
な
し
、
O
r
デ
ー
タ
の
止
確
性
欠
如
（
非
専
門
家
に
よ
る
調
査
・
解
析
等
）
、
O
r
デ
ー
 
 

タ
不
足
 
（
個
人
の
曝
露
状
況
の
審
査
欠
如
、
地
域
全
体
の
曝
露
量
の
調
査
欠
如
、
低
レ
ベ
ル
の
曝
露
）
。
 
 

［
②
程
患
率
］
‥
資
料
な
し
。
 
 

［
⑨
発
生
源
∵
測
定
の
適
性
欠
如
、
胃
d
＼
O
r
他
に
汚
染
源
あ
り
。
 
 

［
④
疾
患
の
特
性
］
‥
非
特
異
性
疾
患
。
 
 

［
⑨
認
定
方
法
］
‥
集
団
的
岡
果
関
係
か
ら
直
ち
に
個
別
的
因
果
関
係
を
推
定
、
a
n
d
合
理
的
説
明
な
し
。
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A
型
の
典
型
は
、
疫
学
的
調
査
内
容
の
信
頼
性
に
欠
け
、
且
つ
、
催
恩
宰
を
示
す
資
料
が
な
く
、
且
つ
、
発
生
源
に
つ
い
て
止
確
な
 
 

測
定
が
な
く
、
且
つ
、
汚
染
源
が
他
に
も
あ
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
集
団
的
因
果
関
係
か
ら
直
ち
に
個
別
的
因
果
関
係
を
推
定
す
る
場
 
 

合
で
あ
る
。
A
型
、
特
に
、
A
型
の
典
型
的
ケ
ー
ス
に
対
し
て
は
、
近
時
の
有
力
説
か
ら
の
強
い
批
判
が
予
想
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
実
 
 

際
に
は
、
B
型
に
近
い
タ
イ
プ
の
A
型
の
方
が
多
く
、
個
別
的
因
果
関
係
の
認
定
が
可
能
な
場
合
が
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
 
 

れ
に
対
し
て
、
D
型
は
、
疫
学
的
調
査
内
容
に
信
頼
性
が
あ
り
、
五
倍
を
超
え
る
高
い
相
関
性
が
み
ら
れ
、
発
生
源
が
特
定
さ
れ
、
疾
 
 

患
が
特
異
性
疾
患
で
あ
り
、
個
々
の
被
害
に
つ
い
て
個
別
の
審
査
を
行
う
場
合
で
あ
る
。
D
型
に
つ
い
て
は
、
批
判
説
も
個
別
的
因
果
 
 

」
ハ
九
 
 
 

D
型
‥
［
①
疫
学
的
調
査
内
容
］
‥
和
当
程
度
の
規
模
の
調
査
、
a
n
d
＼
O
r
非
汚
染
地
城
と
の
曝
露
当
時
の
デ
ー
タ
の
比
較
、
a
n
d
＼
O
r
 
 

他
集
団
の
調
査
、
賀
d
＼
O
r
個
人
の
曝
露
状
況
の
審
査
∩
 
 

［
②
曜
患
率
∵
相
関
性
が
極
め
て
高
い
 
（
五
倍
起
）
。
 
 

［
⑨
発
生
源
］
‥
正
確
な
測
定
、
a
n
d
＼
O
r
他
に
汚
染
源
な
し
。
 
 

［
④
疾
患
の
特
性
］
‥
特
異
性
疾
患
。
 
 

［
⑤
認
定
方
法
］
‥
個
々
の
被
害
に
つ
い
て
個
別
に
審
査
。
 
 

［
②
羅
患
率
］
‥
相
関
性
が
か
な
り
高
い
 
（
四
倍
未
満
）
。
 
 

［
③
発
生
源
］
‥
正
確
な
測
定
、
a
n
d
＼
O
r
被
害
者
の
居
住
地
域
が
狭
く
個
人
の
曝
露
状
況
が
強
く
推
認
叫
能
、
a
n
d
＼
O
r
他
 
 
 

に
主
要
な
汚
染
源
な
し
ゥ
 
 

［
④
疾
患
の
特
性
】
‥
非
特
異
性
疾
患
。
 
 

［
⑤
認
定
方
法
］
‥
曝
露
情
報
a
n
d
他
原
因
の
影
響
を
総
合
判
断
、
a
n
d
＼
O
r
賠
償
額
の
減
額
容
認
。
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で
あ
る
。
一
じ
に
非
特
異
性
と
い
っ
て
も
、
非
特
異
性
の
程
度
は
疾
患
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
の
疾
患
の
八
－
九
割
が
ア
ス
ベ
ス
ト
の
 
 

曝
露
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
、
中
・
高
濃
度
曝
露
に
よ
っ
て
発
症
す
る
も
の
、
あ
る
程
度
以
上
の
高
濃
度
の
累
積
曝
露
量
に
よ
っ
て
発
 
 

症
す
る
も
の
、
高
濃
度
の
曝
露
者
に
つ
い
て
は
発
症
頻
度
が
低
く
な
い
も
の
と
い
う
よ
う
に
、
非
特
異
性
の
弱
い
も
の
か
ら
中
程
度
の
 
 

も
の
ま
で
が
あ
る
。
 
 
 

非
特
異
性
の
レ
ベ
ル
の
違
い
は
、
個
別
的
因
果
関
係
の
認
定
に
影
響
す
る
。
大
半
が
ア
ス
ベ
ス
ト
の
曝
露
に
よ
っ
て
生
じ
る
疾
患
に
 
 

つ
い
て
は
、
曝
露
の
事
実
が
分
か
れ
ば
原
則
と
し
て
認
定
さ
れ
る
。
発
症
頻
度
が
や
や
低
い
疾
患
に
つ
い
て
は
、
曝
露
の
濃
度
、
曝
露
 
 

の
総
量
、
相
対
リ
ス
ク
、
他
の
要
因
の
有
無
、
医
学
的
な
検
査
結
果
等
を
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
本
考
察
の
ま
と
め
と
し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
に
お
い
て
、
疫
学
的
手
法
に
よ
る
個
別
的
因
果
関
係
の
判
定
に
お
い
て
問
題
 
 

と
な
る
と
予
想
さ
れ
る
考
慮
要
素
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
 
（
先
述
四
㈲
①
州
、
注
削
）
。
 
 

完
さ
れ
る
が
、
〓
疋
の
要
件
（
右
①
囲
）
を
充
足
す
れ
ば
、
個
別
的
因
果
関
係
の
認
定
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

㈲
 
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
に
お
け
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ー
ー
一
個
別
的
因
果
関
係
と
考
慮
要
素
 
 
 

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
製
造
お
よ
び
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
製
品
の
製
造
に
関
わ
る
従
業
員
の
被
曝
だ
け
で
は
 
 

わ
ゆ
る
工
場
従
業
員
の
家
庭
内
曝
露
も
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
被
害
が
多
様
か
つ
広
汎
と
い
う
「
特
殊
性
」
が
あ
る
 
（
先
述
一
）
。
 
 
 

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
っ
て
中
皮
腫
や
肺
が
ん
等
の
複
数
の
疾
患
が
発
生
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
非
特
異
性
の
疾
患
 
 

な
い
。
ア
ス
ベ
ス
ト
製
品
製
造
工
場
の
周
辺
住
民
お
よ
び
衣
類
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
に
付
い
た
ア
ス
ベ
ス
ト
か
ら
の
家
族
の
被
曝
、
い
 
 

七
〇
 
 
 

関
係
の
認
定
を
容
認
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

実
際
に
紛
争
が
発
生
し
見
解
の
対
立
が
生
ず
る
事
例
は
、
そ
の
多
く
が
B
型
と
、
B
型
に
近
い
タ
イ
プ
の
C
型
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

B
型
・
C
型
の
個
々
の
考
慮
要
素
は
賀
d
と
O
r
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
多
数
の
組
合
せ
が
考
え
ら
れ
、
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
事
例
が
想
 
 

川
 
中
皮
腫
 
 
中
皮
膜
は
、
八
－
九
割
が
ア
ス
ベ
ス
ト
の
曝
露
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
さ
れ
る
。
特
に
、
胸
膜
中
皮
腫
に
つ
い
て
は
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間
が
影
響
す
る
。
曝
露
開
始
か
ら
発
症
ま
で
が
三
〇
年
－
四
〇
年
程
度
の
潜
伏
期
間
の
非
常
に
長
い
疾
患
で
あ
る
。
相
対
リ
ス
ク
が
二
 
 

l
 倍

以
 

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
曝
露
量
と
肺
が
ん
の
発
症
率
に
は
直
線
的
な
比
例
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
曝
露
の
程
度
・
期
 
 
 

腫
を
引
き
起
こ
す
強
さ
に
違
い
が
あ
る
。
 
 

ま
で
が
四
〇
年
程
度
の
潜
伏
期
間
の
非
常
に
長
い
疾
患
で
あ
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
に
は
複
数
の
種
類
が
あ
り
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
中
皮
 
 
 

ア
ス
ベ
ス
ト
の
曝
露
歴
が
認
め
ら
れ
る
割
合
が
高
い
。
低
濃
度
の
曝
露
で
も
発
症
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
曝
露
開
始
か
ら
発
症
 
 

㈲
 
肺
が
ん
 
 
肺
が
ん
は
、
喫
煙
な
ど
様
々
な
原
因
が
あ
る
も
の
の
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
中
・
高
濃
度
曝
露
に
よ
っ
て
発
症
す
る
こ
 
 

［
①
疫
学
的
調
査
内
容
］
‥
曝
露
歴
の
診
断
・
聴
取
り
調
査
、
職
業
歴
、
居
住
歴
、
家
族
の
曝
露
経
路
、
疫
学
調
査
の
手
続
・
 
 

七
一
 
 
 

［
①
疫
学
的
調
査
内
容
］
‥
曝
露
雁
の
診
断
・
聴
取
り
調
査
、
職
業
歴
、
居
住
歴
、
家
族
の
曝
露
経
路
、
疫
学
調
査
の
手
続
・
 
 
 

内
容
 
（
デ
ー
タ
の
正
確
性
、
賀
d
＼
O
r
非
汚
染
地
域
と
の
曝
露
当
時
（
O
r
現
時
点
）
 
の
デ
ー
タ
の
比
較
、
賀
d
＼
弓
他
集
団
の
調
 
 
 

査
、
告
d
＼
O
r
個
人
の
曝
露
状
況
の
審
査
）
っ
 
 

［
②
躍
息
率
］
‥
相
関
性
が
非
常
に
高
い
 
（
特
に
胸
膜
中
皮
腫
）
。
 
 

［
⑨
発
生
源
］
‥
ア
ス
ベ
ス
ト
の
種
類
、
濃
度
、
他
の
汚
染
源
、
正
確
な
測
定
。
 
 

［
④
疾
患
の
特
性
］
‥
非
特
異
性
疾
患
 
（
た
だ
L
大
半
は
ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
）
、
長
期
の
潜
伏
期
間
（
平
均
四
〇
年
、
最
短
で
 
 
 

も
一
〇
年
超
）
、
低
濃
度
で
も
発
症
。
 
 

［
⑨
認
定
方
法
】
∵
止
確
な
曝
露
情
報
（
O
r
（
一
定
の
曝
露
情
報
胃
d
検
査
結
果
）
）
。
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の
高
濃
度
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
累
積
曝
露
量
を
上
回
ら
な
い
と
発
症
し
な
い
と
さ
れ
る
。
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
や
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
を
伴
う
 
 

こ
と
が
多
い
∩
息
切
れ
に
始
ま
り
、
咳
、
疾
を
発
し
、
胸
痛
や
血
疾
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
。
 
 

両
 
石
綿
師
 
 
直
接
ア
ス
ベ
ス
ト
を
扱
わ
な
い
作
業
で
も
、
石
綿
肺
の
発
症
は
あ
り
う
る
。
石
綿
肺
の
発
症
に
は
あ
る
程
度
以
卜
 
 

［
①
疫
学
的
調
査
内
容
∵
曝
露
歴
の
診
断
・
聴
取
り
調
査
、
職
業
歴
、
居
住
歴
、
家
族
の
曝
露
経
路
、
疫
学
調
査
の
手
続
・
 
 
 

内
容
 
（
デ
ー
タ
の
正
確
性
、
a
n
d
＼
O
r
非
汚
染
地
域
と
の
曝
露
当
時
 
（
O
r
規
時
点
）
 
の
デ
ー
タ
の
比
較
、
a
已
＼
O
r
他
集
団
の
調
 
 
 

査
、
a
n
d
＼
O
r
個
人
の
曝
露
状
況
の
審
査
）
リ
 
 

［
②
確
患
率
］
‥
相
関
性
 
（
濃
度
の
程
度
）
。
 
 

【
⑨
発
生
源
］
‥
高
濃
度
の
累
積
曝
露
、
間
借
、
正
確
な
測
定
。
 
 

［
④
疾
患
の
特
性
］
‥
非
特
異
性
疾
患
、
息
切
れ
等
の
症
状
。
 
 

［
⑤
認
定
方
法
］
‥
曝
露
情
報
、
石
綿
小
体
、
a
n
d
＼
O
r
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
、
〇
r
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
リ
 
 
 

七
一
．
 
 

内
容
（
デ
ー
タ
の
正
確
性
、
a
n
d
＼
O
r
非
汚
染
地
域
と
の
曝
露
当
時
（
O
r
現
時
点
）
 
の
デ
ー
タ
の
比
較
、
a
n
d
＼
O
r
他
集
団
の
調
 
 
 

査
、
a
n
d
＼
O
r
個
人
の
曝
露
状
況
の
審
査
）
ゥ
 
 

［
②
帝
展
率
］
‥
相
対
リ
ス
ク
 
（
二
倍
以
上
）
。
 
 

［
⑨
発
生
源
］
‥
曝
露
の
程
度
・
期
間
、
正
確
な
測
定
。
 
 

【
④
疾
患
の
特
性
］
‥
非
特
異
性
疾
患
、
長
期
の
潜
伏
期
間
 
（
三
〇
年
1
四
〇
年
）
。
 
 

［
⑨
認
定
方
法
∵
曝
露
情
報
、
相
対
リ
ス
ク
、
a
n
d
＼
O
r
肺
組
織
の
検
査
ウ
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存  

記  

来
す
こ
と
が
あ
る
。
高
濃
度
の
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
者
に
お
け
る
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
の
頻
度
は
低
く
な
い
と
さ
れ
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
 
 

露
者
の
場
合
に
は
発
生
頻
度
が
相
乗
的
に
高
く
な
る
。
咳
、
疾
、
呼
吸
困
難
、
胸
痛
を
生
ず
る
。
 
 

H
 
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
 
 
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
非
腫
瘍
件
疾
患
の
一
つ
で
、
著
し
い
肺
機
能
障
害
を
 
 

石
綿
新
法
に
よ
る
救
済
の
対
象
と
な
る
指
定
疾
病
は
、
当
初
、
巾
皮
腫
お
よ
び
肺
が
ん
の
∴
疾
病
と
さ
れ
、
石
綿
肺
、
良
性
石
綿
胸
水
、
び
ま
 
 

ん
性
胸
膜
肥
厚
に
つ
い
て
は
、
職
病
性
疾
患
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
環
境
経
由
に
よ
る
発
症
例
の
報
哲
は
そ
れ
ま
で
な
い
こ
 
 

と
、
小
皮
腫
お
よ
び
肺
が
ん
に
比
べ
て
曝
露
か
ら
発
症
ま
で
に
か
か
る
期
間
が
短
い
た
め
、
原
因
者
が
比
較
的
特
定
さ
れ
や
す
い
こ
と
等
か
ら
、
 
 

追
っ
て
、
そ
の
取
扱
い
を
検
討
す
る
と
さ
れ
た
 
（
先
述
四
川
動
向
）
「
 
 
 

し
か
し
平
成
二
二
年
に
至
っ
て
、
「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
」
 
（
平
成
二
二
年
五
月
二
 
 

」
ハ
日
政
令
第
一
四
二
号
）
 
に
よ
り
、
指
定
疾
病
に
「
著
し
い
呼
吸
機
能
障
害
を
伴
う
石
綿
肺
」
お
よ
び
「
著
し
い
呼
吸
機
能
障
害
を
伴
う
び
ま
ん
 
 

性
胸
膜
肥
厚
」
が
追
加
さ
れ
た
 
（
平
成
二
二
年
七
月
二
日
施
行
）
。
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
に
つ
い
て
は
、
「
石
綿
を
取
り
枝
う
作
業
に
三
牛
以
上
従
 
 

事
」
と
さ
れ
て
お
り
、
主
に
労
災
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
一
人
親
方
や
事
業
主
等
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
労
災
法
と
 
 

石
綿
新
法
と
の
「
法
の
す
き
間
」
に
落
ち
込
ん
で
い
た
一
人
親
方
や
事
業
主
等
が
救
済
認
定
を
受
け
る
可
能
性
が
高
ま
る
 
（
先
述
四
㈱
③
）
。
も
っ
 
 

七
三
 
 
 

［
①
疫
学
的
調
査
内
容
】
‥
曝
露
歴
の
診
断
■
聴
取
り
調
査
、
職
業
歴
、
居
住
歴
、
家
族
の
曝
露
経
路
、
疫
学
調
査
の
手
続
・
 
 
 

内
容
 
（
デ
ー
タ
の
正
確
性
、
a
n
d
＼
O
r
非
汚
染
地
域
と
の
曝
露
当
時
 
（
O
r
現
時
点
）
 
の
デ
ー
タ
の
比
較
、
a
n
d
＼
O
r
他
集
団
の
調
 
 
 

査
、
賀
d
＼
O
r
個
人
の
曝
露
状
況
の
審
査
）
。
 
 

〔
②
躍
患
率
］
‥
相
関
性
（
濃
度
の
程
度
）
。
 
 

〔
⑨
発
生
源
］
‥
濃
度
、
a
n
d
＼
O
r
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
以
外
な
し
、
正
確
な
測
定
。
 
 

［
④
疾
患
の
特
性
］
‥
非
特
異
性
疾
患
、
息
切
れ
等
の
症
状
。
 
 

［
⑤
認
定
方
法
］
‥
曝
露
情
報
、
a
n
d
胸
膜
肥
厚
の
厚
さ
・
広
が
り
、
a
n
d
肺
権
能
障
害
の
程
度
。
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七
四
 
 
 

と
も
、
追
加
さ
れ
た
二
つ
の
指
定
疾
病
は
、
「
著
し
い
呼
吸
機
能
障
害
を
伴
う
」
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
救
済
対
象
に
削
限
が
設
け
ら
れ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

な
お
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
石
綿
肺
・
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
は
、
石
綿
肺
・
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
に
関
す
る
「
民
事
 
 

責
任
」
 
の
認
定
に
も
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
個
別
的
因
果
関
係
」
 
の
認
定
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
 
 
 


